
取り組み紹介

【情報保障について】

１．情報保障を行う際に検討すること

①同等性：きこえる子どもたちと同程度の情報を得ることができる

②同時性：きこえる子どもたちと同時に情報を得ることができる

③容易性：できるだけ楽に情報を得ることができる

④選択性：状況に合わせ、情報保障の方法が選択できる

２．情報保障として実施していること

〇雑音や騒音の軽減を図り、音声がききとりやすい環境を用意する

   ・ワイヤレス補聴援助システムを積極的に活用する

    ・全ての教室の机やイスにテニスボールを付ける

  〇手話通訳を実施する

    ・朝会や集会など子どもたちが集合する場面では必ず実施する

  〇文字で知らせる

    ・入学式や卒業式など、きこえにくい子どもたちの座席の前にモニターを置き、話すことを表示する

   ・給食時など、放送で話すことがある場合は、話す内容を書いた原稿を用意する

  〇映像に字幕を入れる

   ・集会や行事など、事前に撮った動画を各教室で見る際は必ず字幕を入れたものを使用する

     （コロナ禍で、全校が集まり集会や行事をする機会が減り、事前にとった動画を各教室で見る機会が

増え、動画に字幕を付ける頻度が上がっている）

３．情報保障の例：文字で知らせる

①運動会での情報保障

  ・話すことだけでなく、対応の仕方を示す

  ・学校長の話は手話通訳をするなど、複数の情報保障の方法が体験できるようにする



②放送で話す内容を文字で伝える

                                                           

   

③入学式：話す内容をモニターに表示する

④映像に字幕を入れる

４．情報保障を実施する時に重視すること

〇様々な情報保障の方法があることを体験して、知ることができるようにする。

〇状況に合わせて、どの情報保障の方法が分かりやすいか自分なりに判断できるようにする。

〇様々な情報保障の方法があることを知ったうえで、情報を得やすい方法を要望できるようにつなげていく。
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・放送委員会が給食時に放送でクイズを出した時

に使用したもの

・登校時に渡しておき、放送でクイズが始まる前に

用意し確認する（クイズが始まることを知らせて

もらう）


